
Satsumaそ の 他

こと ばの旅*

清 水 克 祐

話のまくらに,井 上ひさし氏の論考の一部を引用 したい。

ヒ トをヒトたらしめたのは疑いもなく言葉である。さらにヒ トはそ

の言葉を発展させて文化をつくり出した。こうしてヒトは 「言葉にの

せて文化 を伝える」という遺伝外の情報伝達に成功 した。これに加え

てヒ トは文字を発明することで,そ れまでの聴覚にたよった伝達(=

話し言葉)の 致命的な弱点であった伝達の瞬間性を永続性のあるもの

に変えた。(略)1

氏はこういうことから,活 字崇拝が敗戦当時の日本語の状況であると

し,そ れから40年たった今,日 本語はどうなっているか,を 分析する。

これを引用 して,私 の言いたいことは,こ とばは文化であって,こ と

ばと文化のように併列または対比 されるものではない。

さらに言えば,こ とばは世界の鏡である。2そしてその命題は次のよ

うにパタン ・プラクティスすることができる。

日本語は世界の鏡

中国語は世界の鏡

ハ ングル語ば世界の鏡

英語は世界の鏡

*本 稿は,去 る昭和60年1月24日,全 商英研栃木県本部での講演の一部に加筆したも

のである。

-1一



Satsumaそ の他

仏語 は世界 の鏡

独 語は世界 の鏡

ロシア語は世界 の鏡

各言語 はそれぞれに世界の鏡 なのである。

で は,日 本語と中国語 と英語 と…の差異 は何か?そ の差 異 は,今 は,

数 学用語 を用 いてparameterパ ラ メーターである,と 言 ってい る。訳せ

ば媒介変数,助 変数。 もっと俗 に言 うと,助 変数的特徴 をもっている要

素,特 徴 的要素,と い うことになる。

日本語theJapaneselanguageか ら,あ るい は英語theEnglishlan-

guageか ら(と もに定冠 詞つ き),そ れ ぞれ そのパ ラメー ター を取 り去

ると,「 言語」language(無 冠 詞)に 還元 して しまう,と い う考 え方で

ある。

今 日,コ ンピュー ターを用 いて,日 本語=英 語 だけで なく,相 当に複

数 の言語 間で,機 械翻訳 が行 なわれている。その方法 に2つ あ って,そ

のひ とつ は,日 本語 と英語 と,と もに自然語 を直接ぶつ け合 って,そ の

語い ・文法 ・シンタ ックスな どを意味 をふまえて分析 してデー タベース

を作 る。 日本語 と英語 はともに文法研究が進んでいて,そ の成果 を利用

しやすい と思われるが,語 族 がか け離 れている場 合,実 にや りに くい。

(考 えてみ ると,学 校 での外 国語教育 はこのや り方でやっているのだ。

他の 自然語すなわち外 国語 を学ぶ ことの意義 はきわめて大きいが,非 能

率 ・非効率で あるのが自然で ある。)

も うひとつのや り方 は,各 自然語 の翻訳 を直接 しないで,英 語 ・独語 ・

仏 語 … 日本語 ・中国語 など にわたる一種 の中間言語 ・機械言 語auni-

vessallanguage(不 定 冠 詞つ き)を 設 定 して,自 然語 をそれ に還元 し

てか ら,別 の自然語 に直す。中間語 の設定が うま く行 くと,こ れ による

翻訳 は効率 が よい。電子工学者 たちは,方 法論 か らも,ま た実際の効果
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からも,こ のや り方 をよ しとしている。

,近 ごろ,英 国の言語 学者RandolphQuirk教 授 がTheNuclearEng-

1ish3な る もの を提唱 され た。 自然語 と して英語 その もの を学習 の対象

とする と,特 徴的 要素 があ りす ぎて学 習困難 となってい るか ら,そ の

subset部 分 集 合 を これが 「核 英語」 まず学ぶ よ うにす る とい

うもので,先 の電子工学的方法と二重写 しになって興 味深 いが,言 語学

者や言語教育家 の中で反対 をとなえる人 は少 なくあるまい。 しか し,い

ずれ にして も,こ とばその もののと らえ方,ま た言語教育 のあ り方 につ

いて,再 考 せ ざるを得 ないポイ ン トを含 んで いることは間違 いない。

ことば は旅 する。 ことばは流 れる。流れて どこに行 くか。 デンマ ーク

の言 語学 者OttoJespersenにGrowthandStructureoftheEnglishLan-

g微g6(19489),ま たLanguage:ItsNature,DevelopmentandOrigin

(1922)の 著 書が ある ように,こ とばは成長 し,英 語 は発達 してい る,

とは言 え るが,そ れがすべて 「進歩」なのか,「 ソフィステ ィケーシ ョン」

であるか どうか は,一 概 に言 えない,と 思 う。

OEDS(=SupplementtotheOxfordEnglishDictionary)の 編 集 長

RobertBurchfieldは その著TheEnglishLanguageの 中 では,英 語 は世

界共通語 と しての地位 を確立 したが,世 界各地で,英 語 はただdisperse

す る(分 化 ・分散する)と 述べ,こ の視 点で英語 ということばの流 れと

とらえて いる。

米 国 の時 事週 刊 誌Newsweekは1982年11月15日 号 で"English,En-

glishEverywhere"を 特 集 し,世 界各地 で英語 が学習 されている現状 を

報告 して,最 後 の所 で,バ ーチ フィール ド氏 の発言 を引用 して,次 の よ

うに締 め くくっている。

But,Englishdoeshaveonepossiblemortalenemy.itself.

"J
ustasLatin.hadbrokenupintoFrench,Italianandsoon,"says

BurchfieldoftheOxford_EnglishDictionary ,"Ithinkthat-English
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isgraduallybreakingupintounintelligiblevarieties.Ofcourse,the

processcouldtakecenturies."(し か し,英 語 に は あ る ひ と つ の 予 想

さ れ る致 命 的 な 敵 が あ り,そ れ は 何 ん と 英 語 自 身 で あ る 。 「ラ テ ン 語

が フ ラ ン ス 語 や イ タ リ ー 語 そ の 他 に 分 化 し た が ご と く に,英 語 も序 々

に 相 互 に わ か らぬ 異 種 に 分 裂 し て 行 く 。 こ の 分 化 の 過 程 は も ち ろ ん 数

世 紀 か か ろ う 」)

***

以 下 は雑 学 的 に こ と ば の 奇 妙 な 旅 を い くつ か た ど っ て み る 。

1)satsuma=み か ん

日 本 の 英 語 教 育 の 大 先 達 岡 倉 由 三 郎 師 の 有 名 な こ と ば に,「 馬 を さ し

て 馬 と い い 、 鹿 を さ し て 鹿 と 言 う 。 こ れ が 世 の 中 の な ら わ し で あ る が,

馬 を さ し て 鹿 と い い,鹿 を さ し て 馬 と い う,こ れ を 馬 鹿 と い う」 が あ る 。

み か ん を さ し てsatsumaと は?な ぜ だ!?そ の プ ロ セ ス は ま だ わ か ら

ぬ が,satsumaが 英 語 の 中 に 定 着 し た の は ま ぎ れ も な い 事 実 で あ る 。

Loose-skinnedoranges(Citrusreticulata)include .mandarins,

tangerinesandsatsumas,...ThesatsumawasoriginallyJapanese,

verysmall;itishardy,standingquiteabitofcoldcomparedto

othercitruses,andhasveryfew,ifany,seeds.TomStoppard,

TheCook'sEncyclopaedia(1980)(皮 が す ぐ む け る オ レ ン ジ に マ ン ダ リ

ン と タ ン ジ ェ リ ン と サ ツ マ が あ る 。 サ ツ マ は も と 日 本 産 で,と て も小

さ い 。 痛 み に く く,他 の 柑 橘 類 に く らべ る と か な り の 寒 気 に も も つ 。

タ ネ は ま ず な い)

英 語 辞 典 に はWebsterInternational3(1961)に 初 め て 出 た が,COD

の 第6版(1976)に こ う 出 て い る 。

1.Satsuma(ware),cream-colouredJapanesepottery.2.(satsuma)

kindofmandarineorangeoriginallygrowninJapan.[Satsumapro-

vinceinJapan]
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これ らを踏 まえて,研 究社 『新英和大辞典』第5版(1980年)に は,

次 の ような解説 までつ けてある。

1.薩 摩(さ つま)焼 き((日 本 の最 も有名な製品と して ヨーロ ッパ で

誤 って見 られてきた磁器 の一種;Satsumawareと もい う》

飢 【園芸】 ウ ンシュ ウ ミカン(Citrusunshu)《 鹿 児 島県原 産;sat-

sumamandarin,satsumaorangeと も いう》。

講談社発行 の英 文版 日本事物事典EncyclopediaofJapan(1983)に は

Mikanの 項 で,ミ カンは しば しばSatsumaorange,や や不正 確 なか ら

mandarinorangeと 言 われる,の 記述 がある。

Satsumaは 立 派 に英 語 となったが,こ れを 日本 に逆輸入 して,み か

んを 「サ ツマ」 と言 うようにな るか ど うか はわか らな い。Satsumaの

複 数形 はsatsumas.冠 詞 もとる。これが英語のパラメーターで ある。

2)satsumafl焼

前 述の ごとき研究社大英和 では薩摩焼 につ いて,め ず らしい注記があ

る。 これ を裏付 けるが ごと く,か の大百科 事典EncyclopediaBritannica

(1980>に 次 の記述が ある。

Atypicalproductofthe[19th]periodistheso-calledSatsumapot-

tery,mostofwhichwasnotmadeatSatsuma,butatKyoto,andwas

thensenttoTokyotobedecoratedespeciallyforexport.(こ の 時代

の典型 的な製品 にいわゆる薩摩焼 きがあって,そ の大部品 は薩摩でな

く京都 で製造 され,そ れか ら東京 に送 って,と くに輸 出用 に飾 りつ け

をした)

今 も昔 も,悪 徳商人がいる もので,外 国で人気を博 した薩摩焼 きの模

倣品 を作 っては,ハ イ,こ れがsatsumaで す と売 りさば いたの である。

か く してsatsumaは 悪 名高 く英語 に残 ったわけである。

明治維新 になる前,1862年 に ロ ン ドンで国際博 覧会6が 開かれ,島 津

の殿様 は日本 陶器の逸品 を展示 した。これが専門家 たちの,と くにイギ
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リスの陶器家 たちの注 目を浴び ることになった。

19世 紀 後半,北 ヨーロ ッパで は,日 本 の美術工芸 に対する興 味関心が

高 ま りつつ あった。 これが ヨーロ ッパ人のJaponism日 本 趣 味である。

そ こへ正真正銘 の日本陶器が現われて,絶 大 なる衝撃 を与 えずにはお ら

れ なか ったのである。

現在 でもイギ リスの アンティー クショップに行 って,satsumaと 言 え

ば,象 牙色 の素地 に五彩 の綿模 様 を施 した焼物 の壺を持 って くる7。 み

か んのsatsumaも 焼 物 のsatsumaも イ ギ リス では今 や固有 名詞の域 を

脱 して,普 通名詞化 されて いるのである。

3)cereals≒ コー ンコレークス

研究社 『大英和辞典』 には,3穀 類 を用 いた朝食用の加工食 品,セ リ

アル食品 《オー トミール ・コー ンフ レー クス など》とある。 しか しセ リ

アル食品 という言い方 は日本語で熟 しているのか,い まだ知 らない。荒

川惣兵衛 『外来語辞典』(昭 和45年,31版)に は

シ リアル[(ラ テ ン〉英 〉米cereal]((ロ ー マ神話 の農業 の神ケ レス

よ り》穀 物(の).穀 物 食.踵 「シ リアル(強 化 澱粉)」 『文 芸春秋』

1958.4

と あ る。日本語 にな らない英語,英 語にな らない英語,と いうものが

どうして もあるのであって,cerealは そ の一例 である。 ことばのほ うは

難航 しているが,実 物 の方 は,日 本の こどもたちもか なり朝 食 に食 べて

いるケロ ッグの 「コー ンフ レークス」がずば りその一種 なので ある。そ

して当のケロ ッグは各商品の箱 の上 に,小 さく,朝 食用穀類調製食品(朝

食 シリアル)と 表示 している。

昔,世 の中がのんび りしていたころは,朝 食 に何 を食べ るかで,一 般

の人々は思 いわず らわなかった。前の晩の残 りを食べ る人 もあり,ま た

伝統 的なオー トミール を食 べてすます人 もいた。ただこのオ ー トミール

は調理 す るの に前 の晩か らかか らなければな らなかった し,ま た熱 い
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オー トミール は,朝,時 間をかけなくては食べ られ るものではない。

19世 紀 の中 ばころ にな って,世 の中のテンポが少 しずつ早 くなり,人 々

は朝食 を早 目に食べ るようになる。こういうlife-styleの 変 化が,結 局,

breakfastcerealや,そ の他fastfoodが 求 め られ ることになった,と 言

え よう。cerealと い う単語 ができたのも19世 紀 になってか らである。

ス コッ トラ ン ドでoatmealporridgeを 作 るのに,古 くか らしきた り

があった らしい。

Thecustomwasalwaystostirporridgeclockwise,nevertheother

way,withastraightwoodenstickratherthanaspoon.8(し き た りと

して,常 にポ リッジを時計回 りにかきまぜ,そ の逆 は しないこと。まっ

す ぐな木 の棒 を用 い,ス プーンでかきまぜない こと)

こういう伝統 的な食品 も,現 在 は資本力 のある食 品加工業 の製品に押 さ

れて いる と言える。 ・

Porridgehasregrettablybeenlargely.oustedbynastierbreakfast

cereals,eveninScotland.9(残 念 な こと にポ リッジは味の もっ とひ

どいブ レックファース トシリアルに大いに追 い出 されている 本場

の スコ ッ トラン ドで さえも)

「悪貨が良貨 を駆逐 す る」Gresham'slawグ レ シャムの法則 の ひとつ

の見本 と言え よう。

4)hamburgerハ ンバ ーガー

Hamburgと もHamburgsteakと も言 うが後 者 を略 したの がhambur-

gerで あ る。字 面か らすると,ド イツの海港ハ ンブル グに由来 する よう

であ るが,現 地 にはDeutschesBeefsteakと い う ミー トパ テ ィはあるが,

ア メ リカ式ハ ンバーガ ーとは似 て非 なるものである。 ドイツか ら米 国へ

移民 した人 たちが この種の食物 を導入 したのは事実 らしいが,こ の名 は

misnomer誤 っ た名称 であ る。(つ いでにHamburgerAalsuppeハ ンバー

ガー ・アールズーピーという名の料理がハ ンブルグにあるが,ウ ナギの
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スープである)

米 国の こどもたちはハ ンバ ーガーが大好物。母親 たちは一 日に一度 は

肉 をひ いて,ハ ンバー ガーを作 る。 これ を`DailyGrind'(毎 日 お決 ま

りの肉ひき)と 言 う人 もいる くらい。 しか し,安 直なハ ンバ ーガースタ

ン ドがあち こちにできると,そ れにな じみ になる機会 がでて くる。 その

うちに こどもたちは,外 食 のハ ンバ ーガーがおい しくて,う ちのはまず

い,な ど言い出す。 そんな ことはないと母親 は思 っても,知 らず知 らず

の うちに味付 けのフ ィー ドバ ック(軌 道修正)を して,マ ク ドナル ド風

の味に近いのを作 った りする。昧の規格化 ・一律 化を招 くたいへん なげ

かわ しい風潮 だ、と指摘 した評論家 もいた。10こ れ も 「悪貨 が良貨 を駆

逐 す る」 の例 と も言 えよう。

最 後 に,hamburgerと い う語 につ いて,お も しろい現象 に,も との

地 名のHamburgの 意 識が米国人の中 でうすれて きて,さ らにこの語 を

異 分析 してham(ハ ム)+burger(バ ー ガー)と し,さ らにその第 一

要素 を変化 させ て,beefburger,porkburger,cheeseburgerな ど多様の食物

を作 っている ことである。

ことばは,時 間的 にも空間的 に旅 をす る。 さらに,こ とばは一人旅 を

もす る。そのい くつかの例 につ いて考察 してみた。

Notes
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る奇特 な人 である。
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6.Siegfried.Wickman,Japonisme(1981,HarmonyBooks,trans-

latedfromtheGerman)な お,60年1月24日,NHK教 育 テ レ ビ で,『 万

国 博 覧 会 ・そ の 歴 史 と 役 割 「"ニ ッ ポ ン"の 登 場 ・1862年 ロ ン ド ン」』

が 放 送 さ れ た が,そ の 日 に 出 張 し た た め,未 見 。

7.北 広 次 『ミ ス タ ー よ う ろ っ ぱ 』(新 声 社)

8.DavidMabey,InSearchofFooaz--TraditionalEating&Drink-

inginBritaim(1978)

9.TomStoppart,op.cit.

10.こ の 項8α 雛 晦yR8吻 ω の 記 事 に よ る が,校 舎 移 転 の た め,文 献 が

手 許 に な く,ク レ ジ ッ ト不 備 。
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